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引 協 力 に か ん す る 覚 書 」（Memorandum of 
Understanding on Cooperation against Trafficking in 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（注１）Protocol to Prevent, Suppress and Punish 
Trafficking in Persons, Especially Women and 
Children,  Supplementing the United Nations 
Convention against Transnational Organized Crime, 
GA Res.55/22, Annex II. 　採択地名から「パレル
モ議定書」と通称される。
（注２）UN Globa l  P lan  o f  Ac t ion  aga ins t 
Trafficking in Persons, adopted by the General 





































































Department of State, Trafficking in Persons Report 

















（注18）Memorandum of Understanding between 
the Government of the Lao People’s Democratic 
Republic and the Government of the Kingdom of 
Thailand on Cooperation to Combat Trafficking in 
Persons, Especially Women and Children（http://
www.no-trafficking.org/content/pdf/thailao_mou_on_
cooperation_to_combat_human_trafficking_eng.pdf）.
（注19）Thai-Lao Cross Border Collaboration on 




































（注26）“Memorandum of Understanding between 
the Government of the Kingdom of Cambodia and the 
Government of the Kingdom of Thailand on Bilateral 
Cooperation for Eliminating Trafficking in Children 
and Women and Assisting Victims of Trafficking”




（注28）A g r e e m e n t  b e t w e e n  t h e  R o y a l 
Government of Cambodia and the Government of the 
Social is t  Republ ic  of  Viet  Nam on Bila teral 
Cooperation for Eliminating Trafficking in Women 
and Children and Assisting Victims of Trafficking
（http: / /www.no-traff icking.org/content /pdf/
agreement.pdf）.







（注31）The Anti Trafficking in Persons Law, The 











（注34）Memorandum of Understanding between 
the Government of the Kingdom of Thailand and the 
G o v e r n m e n t  o f  t h e  U n i o n  o f  M y a n m a r  o n 
Cooperation to Combat Trafficking in Persons, 
Especially Women and Children（http://www.no-
trafficking.org/content/pdf/thai_my_mou_coop_traf_
eng.pdf）.
（注35）‘Myanmar and Thailand Sign Landmark 
Standard Operat ing Procedures on Assis t ing 
Trafficking Victims’ （http://www.unicef.org/
myanmar/media_20853.html）.
（注36）Memorandum between the Government of 
the Union of Myanmar and the Government of the 
People’s Republic of China on Strengthening the 
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別
表
１
　
タ
イ
／
カ
ン
ボ
ジ
ア
，
タ
イ
／
ラ
オ
ス
，
タ
イ
／
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
身
取
引
問
題
に
か
ん
す
る
二
国
間
覚
書
対
照
表
タ
イ
／
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
20
03
）
タ
イ
／
ラ
オ
ス
（
20
05
）
タ
イ
／
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
20
09
）
人
身
取
引
の
定
義
搾
取
の
目
的
で
，
暴
力
そ
の
他
の
形
態
の
強
制
力
に
よ
る
脅
迫
，
誘
拐
，
詐
欺
，
欺
も
う
，
権
力
の
濫
用
も
し
く
は
脆
弱
な
立
場
に
乗
ず
る
こ
と
，
ま
た
は
他
の
者
を
支
配
下
に
お
く
者
の
同
意
を
得
る
目
的
で
行
わ
れ
る
金
銭
も
し
く
は
利
益
の
接
受
の
手
段
を
用
い
て
，
人
を
獲
得
し
，
輸
送
し
，
引
き
渡
し
，
蔵
匿
し
，
ま
た
は
収
受
す
る
こ
と
搾
取
に
は
，
他
の
者
を
売
春
さ
せ
て
搾
取
す
る
こ
と
そ
の
他
の
形
態
の
性
的
搾
取
，
強
制
的
な
労
働
も
し
く
は
役
務
の
提
供
，
奴
隷
化
も
し
く
は
こ
れ
に
類
す
る
行
為
，隷
属
ま
た
は
臓
器
の
摘
出
が
含
ま
れ
る（
第
２
条
⒜
）
左
記
に
同
じ
（
第
２
条
⒜
）
左
記
に
同
じ
（
第
２
条
⒜
）
対
象
女
性
と
子
ど
も
に
限
定
（
第
２
条
⒜
）
限
定
な
し
限
定
な
し
被
害
者
の
同
意
い
ず
れ
か
の
手
段
が
使
わ
れ
て
い
れ
ば
同
意
は
関
係
な
い
（
第
２
条
⒝
）
規
定
な
し
い
ず
れ
か
の
手
段
が
使
わ
れ
て
い
れ
ば
同
意
は
関
係
な
い
（
第
２
条
⒝
）
子
ど
も
の
被
害
者
い
ず
れ
か
の
手
段
が
使
わ
れ
な
く
て
も
被
害
者
で
あ
る
（
第
２
条
⒞
）
規
定
な
し
い
ず
れ
か
の
手
段
が
使
わ
れ
な
く
て
も
被
害
者
で
あ
る
（
第
２
条
⒞
）
子
ど
も
の
定
義
18
歳
未
満
（
第
２
条
⒟
）
18
歳
未
満
（
第
２
条
⒝
）
18
歳
未
満
（
第
２
条
⒟
）
人
身
取
引
の
目
的
の
例
示
売
春
，
強
制
も
し
く
は
搾
取
的
家
内
労
働
，
債
務
労
働
お
よ
び
そ
の
他
の
形
態
の
危
険
か
つ
搾
取
的
労
働
，
隷
属
的
婚
姻
,	偽
装
養
子
，
セ
ッ
ク
ス
観
光
お
よ
び
性
的
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
，
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
，
物
乞
い
，
子
ど
も
・
女
性
に
対
す
る
麻
薬
使
用
に
よ
る
奴
隷
（
第
３
条
）
例
示
な
し
例
示
な
し
被
害
者
の
認
定
規
定
な
し
規
定
な
し
相
互
に
合
意
す
る
被
害
者
認
定
基
準
を
作
成
す
る
（
第
７
条
）
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被
害
者
の
法
的
地
位
不
法
入
国
罪
で
起
訴
さ
れ
な
い
（
第
７
条
⒜
）
規
定
な
し
不
法
入
国
ま
た
は
不
法
出
国
お
よ
び
人
身
取
引
の
直
接
の
結
果
と
し
て
の
そ
の
他
の
違
反
か
ら
免
除
さ
れ
る
（
第
８
条
⒜
）
入
国
管
理
の
勾
留
セ
ン
タ
ー
に
勾
留
さ
れ
な
い
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
は
社
会
関
係
・
労
働
・
職
業
訓
練
・
青
年
更
生
省
，
タ
イ
側
は
社
会
開
発
厚
生
局
下
に
保
護
さ
れ
る
（
第
７
条
⒝
）
入
国
管
理
の
勾
留
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
勾
留
さ
れ
な
い
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
は
社
会
厚
生
局
，
タ
イ
側
は
社
会
開
発
厚
生
局
下
に
保
護
さ
れ
る
（
第
８
条
⒝
）
被
害
者
の
安
全
を
確
保
す
る
（
第
７
条
⒞
）
被
害
者
の
安
全
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
す
る
（
第
８
条
⒞
）
被
害
者
は
保
護
，
司
法
手
続
，
送
還
ま
で
人
道
的
に
扱
わ
れ
る
（
第
７
条
⒟
）
被
害
者
は
保
護
，
司
法
手
続
，
送
還
ま
で
人
道
的
に
扱
わ
れ
る
被
害
者
の
司
法
手
続
参
加
に
は
被
害
者
の
自
発
的
意
志
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
８
条
⒟
）
子
ど
も
に
は
，
保
護
，
司
法
手
続
，
送
還
ま
で
特
に
配
慮
し
た
手
続
き
を
行
う
（
第
８
条
⒠
）
刑
事
手
続
に
お
け
る
証
人
警
察
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
所
轄
機
関
は
司
法
手
続
間
お
よ
び
そ
の
後
，
復
讐
の
危
険
か
ら
被
害
者
お
よ
び
証
人
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
必
要
で
あ
れ
ば
行
う
（
第
15
条
）
両
国
の
関
係
機
関
は
法
的
手
続
間
お
よ
び
／
も
し
く
は
そ
の
後
，
復
讐
や
脅
迫
行
為
か
ら
被
害
者
お
よ
び
証
人
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
計
画
を
作
成
す
る
（
第
13
条
）
両
国
は
司
法
手
続
間
お
よ
び
そ
の
後
，
復
讐
や
脅
迫
行
為
か
ら
被
害
者
お
よ
び
証
人
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
行
動
計
画
を
作
成
す
る
（
第
17
条
）
被
害
者
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
シ
ェ
ル
タ
ー
お
よ
び
保
護
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
政
策
に
従
っ
て
与
え
ら
れ
る
（
第
７
条
⒝
）
被
害
者
は
送
還
手
続
の
完
了
を
待
つ
間
，
適
切
な
法
的
支
援
を
受
け
る
。
関
係
機
関
は
被
害
者
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
方
針
に
従
い
一
時
的
住
居
お
よ
び
適
当
な
保
護
を
与
え
る（
第
６
条
）
被
害
者
は
送
還
手
続
の
完
了
を
待
つ
間
法
的
保
護
を
受
け
る
。
関
係
機
関
は
被
害
者
に
対
し
両
国
の
方
針
に
従
い
一
時
的
住
居
お
よ
び
適
当
な
保
護
を
与
え
る
（
第
９
条
）
被
害
者
お
よ
び
そ
の
直
近
の
家
族
に
安
全
な
シ
ェ
ル
タ
ー
，
保
健
ケ
ア
，
法
的
支
援
へ
の
ア
ク
セ
ス
そ
の
ほ
か
保
護
に
必
要
な
も
の
が
与
え
ら
れ
る（
第
９
条
）
関
係
政
府
機
関
は
法
的
支
援
，
保
健
ケ
ア
，
そ
の
他
被
害
者
お
よ
び
家
族
の
保
護
に
必
要
な
措
置
を
と
る
よ
う
他
機
関
と
協
力
す
る（
第
８
条
）
両
国
は
被
害
者
お
よ
び
家
族
を
保
護
す
る
た
め
に
安
全
な
シ
ェ
ル
タ
ー
，
法
的
支
援
，
家
族
と
の
交
信
，
保
健
ケ
ア
な
ど
必
要
な
措
置
を
与
え
る
よ
う
関
係
N
G
O
と
協
力
す
る
（
第
12
条
）
メコン諸国における人身取引問題にかんする二国間覚書の比較分析
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補
償
・
求
償
手
続
両
国
は
下
記
の
通
り
被
害
者
に
対
す
る
効
果
的
な
法
的
救
済
を
確
保
す
る
た
め
に
法
改
正
お
よ
び
法
的
支
援
を
含
む
適
切
な
措
置
を
と
る
（
第
８
条
）
両
国
は
被
害
者
に
対
し
適
切
で
正
し
い
法
的
支
援
を
与
え
る
（
第
７
条
）
両
国
は
被
害
者
に
対
す
る
効
果
的
な
法
的
救
済
を
確
保
す
る
た
め
に
法
的
支
援
を
含
む
適
切
な
措
置
を
と
る
（
第
11
条
）
被
害
者
は
勾
留
の
過
程
も
し
く
は
そ
の
他
の
刑
事
手
続
に
お
い
て
当
局
に
没
収
さ
れ
た
り
取
得
さ
れ
た
争
い
の
な
い
個
人
財
産
お
よ
び
所
有
物
の
返
還
を
請
求
で
き
る
（
第
８
条
⒜
）
被
害
者
は
救
済
さ
れ
る
過
程
も
し
く
は
そ
の
他
の
刑
事
手
続
に
お
い
て
当
局
に
没
収
さ
れ
た
り
取
得
さ
れ
た
争
い
の
な
い
個
人
財
産
お
よ
び
所
有
物
の
返
還
を
請
求
で
き
る
（
第
11
条
⒜
）
人
身
取
引
犯
罪
の
果
実
は
当
局
に
よ
り
没
収
さ
れ
る
（
第
８
条
⒝
）
被
害
者
は
加
害
者
に
対
し
人
身
取
引
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
求
償
で
き
る
（
第
８
条
⒞
）
被
害
者
は
加
害
者
に
対
し
人
身
取
引
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
求
償
で
き
る
（
第
11
条
（
b）
）
被
害
者
は
加
害
者
に
対
し
不
払
い
の
役
務
提
供
に
対
す
る
支
払
い
を
請
求
で
き
る
（
第
８
条
⒟
）
被
害
者
は
加
害
者
に
対
し
不
払
い
の
役
務
提
供
に
対
す
る
支
払
い
を
請
求
で
き
る（
第
11
条
⒞
）
被
害
者
は
刑
事
手
続
，
損
害
の
回
復
お
よ
び
そ
の
他
の
司
法
的
救
済
の
請
求
す
る
に
あ
た
り
適
正
な
法
手
続
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
（
第
８
条
⒠
）
被
害
者
は
刑
事
手
続
，
損
害
の
回
復
お
よ
び
そ
の
他
の
司
法
的
救
済
の
請
求
す
る
に
あ
た
り
適
正
な
法
手
続
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る（
第
11
条
⒟
）
加
害
者
の
訴
追
両
国
は
各
国
法
に
従
い
加
害
者
に
対
し
適
当
な
措
置
を
と
る
（
第
７
条
）
両
国
の
法
執
行
機
関
（
特
に
国
境
の
）
は
国
内
お
よ
び
越
境
の
人
身
取
引
の
発
見
の
た
め
に
密
接
に
協
力
す
る
（
第
10
条
）
両
国
の
法
執
行
機
関
（
特
に
国
境
の
）
は
国
内
お
よ
び
越
境
の
人
身
取
引
の
発
見
の
た
め
に
密
接
に
協
力
す
る
（
第
９
条
）
両
国
の
法
執
行
機
関
は
越
境
人
身
取
引
の
発
見
お
よ
び
捜
査
の
た
め
に
送
り
出
し
，
中
継
，
受
け
入
れ
地
域
に
お
い
て
密
接
に
協
力
す
る
（
第
13
条
）
司
法
手
続
（
た
と
え
ば
国
際
人
身
取
引
犯
の
起
訴
，
引
き
渡
し
，
刑
事
手
続
に
お
け
る
司
法
共
助
）
に
お
い
て
二
国
間
協
力
を
推
進
す
る
（
第
12
条
⒜
）
司
法
手
続
（
た
と
え
ば
国
際
人
身
取
引
犯
の
起
訴
，
引
き
渡
し
，
刑
事
手
続
に
お
け
る
司
法
共
助
）
に
お
い
て
二
国
間
協
力
を
推
進
す
る
（
第
11
条
⒜
）
人
身
取
引
の
防
止
及
び
取
り
締
ま
り
の
た
め
に
，
た
と
え
ば
国
際
人
身
取
引
犯
の
起
訴
，
引
き
渡
し
，
刑
事
手
続
に
お
け
る
司
法
共
助
に
お
い
て
二
国
間
協
力
を
推
進
す
る
（
第
15
条
⒜
）
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捜
査
，
起
訴
，
司
法
手
続
に
お
い
て
既
存
の
引
き
渡
し
の
ア
レ
ン
ジ
を
含
め
で
き
る
限
り
に
相
互
に
法
的
協
力
を
す
る
（
第
12
条
⒝
）
起
訴
に
お
い
て
既
存
の
署
名
合
意
文
書
に
従
い
で
き
る
限
り
に
相
互
に
法
的
協
力
を
す
る
（
第
11
条
⒝
）
捜
査
，
起
訴
，
司
法
手
続
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
両
者
間
の
既
存
の
合
意
に
従
い
，
一
方
被
害
者
の
最
大
の
利
益
を
考
慮
し
な
が
ら
，
で
き
る
限
り
に
相
互
に
法
的
協
力
を
す
る（
第
15
条
⒝
）
警
察
そ
の
ほ
か
の
関
連
機
関
は
人
身
取
引
事
案
（
た
と
え
ば
人
身
取
引
の
ル
ー
ト
，
場
所
，
犯
罪
者
，
人
身
取
引
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
，
方
法
，
デ
ー
タ
）
に
か
ん
す
る
情
報
交
換
に
つ
い
て
協
力
す
る
（
第
13
条
）
両
国
の
関
係
機
関
は
人
身
取
引
の
ル
ー
ト
，
場
所
，
犯
罪
者
，
人
身
取
引
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
，
方
法
，
犯
人
の
個
人
記
録
を
含
む
デ
ー
タ
お
よ
び
情
報
を
交
換
し
証
拠
を
収
集
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
力
す
る
（
第
12
条
）
各
国
法
に
従
い
，
両
国
は
人
身
取
引
の
ル
ー
ト
，
場
所
，
手
段
，
方
法
，
人
身
取
引
犯
の
個
人
情
報
，
犯
罪
歴
を
含
む
，
デ
ー
タ
お
よ
び
情
報
を
交
換
し
証
拠
を
収
集
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
力
す
る
（
第
16
条
）
被
害
者
の
送
還
手
続
両
国
は
被
害
者
の
安
全
で
時
宜
を
得
た
送
還
を
確
保
す
る
た
め
に
協
力
す
る
（
第
18
条
⒞
）
両
国
は
外
交
チ
ャ
ネ
ル
を
通
し
て
事
前
に
被
害
者
の
送
還
の
ア
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
通
知
す
る（
第
16
条
⒜
）
本
覚
書
の
規
定
に
従
い
両
国
は
外
交
チ
ャ
ネ
ル
を
通
し
て
事
前
に
被
害
者
の
帰
国
お
よ
び
受
け
取
り
の
ア
レ
ン
ジ
の
た
め
に
被
害
者
の
名
前
，
デ
ー
タ
，
情
報
を
通
知
す
る
（
第
14
条
⒜
）
両
国
は
被
害
者
の
送
還
お
よ
び
再
統
合
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
た
め
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
は
社
会
厚
生
局
タ
イ
側
は
社
会
開
発
厚
生
局
を
お
よ
び
外
交
チ
ャ
ネ
ル
を
通
じ
て
事
前
に
被
害
者
の
名
前
そ
の
ほ
か
の
情
報
を
通
知
す
る
（
第
18
条
⒝
）
被
害
者
の
利
益
を
優
先
し
て
行
う
（
第
16
条
⒝
）
被
害
者
は
送
還
を
受
け
入
れ
る
国
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
居
住
地
が
あ
る
か
，
地
元
当
局
に
居
住
者
と
し
て
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
14
条
⒝
）
両
国
は
安
全
で
時
宜
を
得
た
送
還
お
よ
び
再
統
合
を
支
援
す
る
た
め
に
共
同
の
SO
P
を
作
成
す
る
（
第
18
条
⒞
）
被
害
者
に
認
定
さ
れ
た
者
は
退
去
強
制
さ
れ
な
い
（
第
16
条
⒞
）
被
害
者
に
認
定
さ
れ
た
者
は
退
去
強
制
さ
れ
ず
最
大
の
利
益
を
も
っ
て
上
記
の
規
定
お
よ
び
C
O
M
M
IT
の
文
脈
で
作
成
さ
れ
る
SO
P
に
し
た
が
っ
て
送
還
さ
れ
る
（
第
18
条
⒟
）
メコン諸国における人身取引問題にかんする二国間覚書の比較分析
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両
国
は
被
害
者
の
送
還
の
た
め
の
関
係
機
関
で
構
成
さ
れ
る
フ
ォ
ー
カ
ル
・
ポ
イ
ン
ト
を
設
置
す
る
（
第
17
条
⒜
）
フ
ォ
ー
カ
ル
・
ポ
イ
ン
ト
は
（
ⅰ
）
被
害
者
の
送
還
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
	（
ⅱ
）
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
送
還
を
実
行
す
る
両
国
は
被
害
者
の
帰
国
お
よ
び
受
け
入
れ
の
た
め
の
フ
ォ
ー
カ
ル
・
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
関
係
機
関
に
任
務
を
負
わ
せ
る
（
第
15
条
⒜
）
フ
ォ
ー
カ
ル
・
ポ
イ
ン
ト
は
⑴
被
害
者
の
帰
国
・
受
け
入
れ
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
	⑵
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
帰
国
・
受
け
入
れ
を
実
行
す
る
両
国
は
被
害
者
の
送
還
お
よ
び
再
統
合
の
た
め
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
は
社
会
厚
生
局
お
よ
び
タ
イ
側
は
社
会
開
発
厚
生
局
に
下
記
の
任
務
を
負
わ
せ
る
	（
第
19
条
）
⒜
家
族
の
追
跡
や
査
定
を
含
む
被
害
者
の
送
還
を
促
進
し
ア
レ
ン
ジ
す
る
	
⒝
事
前
に
決
定
さ
れ
た
日
程
に
し
た
が
い
被
害
者
の
送
還
を
行
う
⒞
被
害
者
の
送
還
・
再
統
合
に
あ
た
っ
て
は
被
害
者（
特
に
女
性
と
子
ど
も
）
の
安
全
を
確
保
す
る
	（
ⅲ
）
送
還
過
程
に
お
い
て
被
害
者
の
安
全
を
確
保
す
る
⑶
帰
国
・
受
け
入
れ
過
程
に
お
い
て
被
害
者
の
安
全
を
確
保
す
る
⒟
帰
国
し
た
被
害
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
，
帰
国
者
の
最
大
の
利
益
を
考
慮
し
な
が
ら
被
害
者
の
情
報
お
よ
び
結
果
を
共
有
す
る
（
ⅳ
）
人
身
取
引
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
努
力
を
す
る
	
（
ⅴ
）
各
国
お
よ
び
国
際
的
な
法
執
行
機
関
お
よ
び
関
係
す
る
市
民
社
会
団
体
の
な
か
で
人
身
取
引
行
為
に
か
ん
す
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
（
第
17
条
⒞
）
⑷
人
身
取
引
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
⑸
法
執
行
機
関
，
被
害
者
保
護
を
行
う
各
国
お
よ
び
国
際
的
機
関
お
よ
び
関
係
す
る
機
関
の
な
か
で
人
身
取
引
行
為
に
か
ん
す
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
（
第
15
条
⒝
）
⒠
人
身
取
引
に
か
ん
す
る
活
動
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
た
め
に
法
執
行
機
関
，
被
害
者
の
保
護
に
責
務
を
負
う
政
府
お
よ
び
国
際
機
関
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
⒡
被
害
者
の
送
還
お
よ
び
再
統
合
を
支
援
す
る
た
め
に
，
N
G
O
，
国
連
機
関
，
政
府
間
組
織
お
よ
び
国
際
組
織
と
協
力
す
る
署
名
省
庁
社
会
開
発
・
人
間
安
全
保
障
大
臣
／
社
会
関
係
・
労
働
・
職
業
訓
練
・
青
年
更
生
大
臣
社
会
開
発
・
人
間
安
全
保
障
大
臣
／
労
働
・
社
会
厚
生
大
臣
社
会
開
発
・
人
間
安
全
保
障
大
臣
／
内
務
大
臣
（
出
所
）
筆
者
作
成
。
